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実存分析的視点による生き方態度の発達的研究

一実存的生 き方態度イ ンベ ン トリー(EAL)に よる検討一

高 井 範 子

【要 旨 】

Fr副dの 実存 分析 理 論 に基づ い て作成 した新尺 度 「実存 的生 き方態 度 イ ンベ ン トリー(EAL)」

を用 い て、大 学 生 お よび成 人男 女合計1695名(M687名 、FlOO8名:大 学生 か ら70代 以 上 の計7つ の年

齢 群)を 対 象 に生 き方 態 度 の発 達 的変 化 の検 討 を行 っ た 。 さ らに、PIL、 自己 受容 、 自尊感 情(self-

esteem)の 視 点 を加 え、EALと の 関連 によ る検 討 を も行 った。 そ の結 果、EALか ら抽 出 され た4因 子

「自律 性 ・主体 性 的側 面:決 断性 ・責 任性 ・独 自性 」 「自己の存 在価 値」「自己課 題性 」「意 味 志 向性 」の

各領 域 は加 齢 に伴 って得 点 が上 昇 す る傾 向 にあ り、40代 、5(耽 、60代 の 女性 の年 齢段 階 別 の得 点 に

有意差 が見 られ た ものが 多 か った 。性差 につ い ては 「自己 の存 在価 値 」、 「意 味志 向性 」 は 女性 の方

が男 性 よ り も有 意 に得 点 が 高 か った 。 また 、EALの 「自 己課 題性 」 はPILと 強 い関 連 を示 して お り、

人生 に意味 や 目標 を見 出 し活気 に満 ちて生 活 してい る 人 は、 自 ら進 んで 自分 の なすべ き課題 や 目標

を見 つ け よ うと し、 日々人生 を充 実 させ る努 力 を してい る様 子が 窺 えた 。 さ らに、「自己 の存在 価値

意識 」 は 自己 受容 や 自尊 感 情 と関連 が あ り、 人生 に意味 を見 出 した り、 日々の生 活 の活 気 や充 実感

に もつ なが って い くこと を示 唆す る結 果 であ った 。

1.は じ め に

価値観の多様化の中で、自己の拠って立つ精神的基盤 を失うところから発生する病理現象

も増加 し、人生 に対 して生 きる意味や価値 を見出せず無気力 な生活 を送 る人々 も多い。

Frankl(1969)は 自分の人生に独 自性の感覚を与 える意味や目的を見出せない ときに実存的空

虚を経験する としている。児童 ・思春期の精神科臨床医の服部(1998)は 、近年、思春期の若

者によどんだ「疲労感」や「うつ感情」が前面に強 く出ていると指摘 している。生 きる力の火種

が弱小化 しているとい う。服部(1998)は 、火種は自己 を愛 し、自己に価値を見出す自O意 識

と、他者の存在 を認め、他者 と共に生 きる味わいを大切 にする対人感情がその中核にあるの

ではないかとしている。 もし親や教師に、 自分の持つ最も本質的なもの(気質や個性)を認め

られ、愛されるならば、子供は「自分には自分な りに価値がある」と自己を信 じ、自己をい と

お しく思う火種が ともされるであろう。また、様 々な年齢や関係を持つ他者 との生活や学び

を通 し、触れ合う人間体験を多 く持つことによって他者 と生 きる実感が蓄積され、対人感情

の火種が燃え始めるであろうとし、 自己や他者への認識や感情 を幼い日か ら生き生 きと発達

させることが、生 きる力の火種ではないかと述べている。

人が生 きてい く上において自分の人生に自分なりに意味や目標を見出 していることや、自

己の存在その もの に価値を見出す ことがで きることは、人生を前向きに積極的に生 き、 日々

の生活 を充実 して生 きることにつながるもの と思われる。Fr副d(1952,1955,1969)の 実存分

析理論 に基づ き、精神 的健康の側面 に焦点 を当てて作成 された尺度 「実存的生活意識インベ
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ン トリー」 を独 自に開発 し、青年期 か ら老年期 を対象 に した研究が な され ている(高

井,1991,1994)。 その結果、決断性 ・責任性 ・独自性、自己課題性 ・自己超越性、意味志向

性 ・苦悩能力、 自己の存在価値の全領域 において女性の40代 か ら50代 にかけて有意な得点上

昇が見 られ、従来、空の巣症候群が取 り沙汰されていた中年期女性の様相 とは反 して、人生

を前向きに積極的に逞 しく生きる中年期女性(特 に50代)の 様相が特徴的であったという結果

が得 られている。

本研究 においては尺度の再検討 を行い、前 回調査 との比較検討 を含め、新たな視点をも加

えて、FranMの 実存分析理論 をベースに精神的健康の視点からの人々の生 き方態度の発達的

変化を探 ることにする。新たな視点 として、自己受容 と自尊感情(self-esteem)を加 えること

にする。

平石(1990)は 健康 な自己の確立には、 自己表 明や対人的積極性および他者受容等 と共に、

自己実現的態度や自己受容 ・自己信頼感が関連することを指摘 している。また、宮沢(1987)

は従来の自己受容性研究 を整理 し、自己受容性は自己を冷静に認識 し、自己を肯定的に捉え

ることであるとし、自己の長所や短所 などを認識することが必要であるとしている。同時に

その認識が 「だか ら自分はダメな人間だ」 とい う評価 によって投げ出すのではなく、「それ

でも自分は人間 として価値ある存在であ り、現在の 自分を大切にして自分を信頼 している」

という自己肯定的な受け入れとなることであるとしている。中村 ・板津(1988)に よれば、

自己受容 している人は、豊かな自己理解、自己の内面的な安定性、適度な自信 を持ち、他者

を尊重 し、円滑な対人関係 をとることができるなどの特徴があるとしている。さらに、生 き

方意識に関わる領域では、自己の能力や努力 を強調する傾向の人は、運やチャンスを強調す

る傾 向の人よりも自分自身を肯定的に受容 してお り、自己を信頼できるということが行動規

範を自分 自身に置 くことに作用する という知見 も得 られている。 これら一連の研究は、自己

受容 と自尊感情(self-esteem)と の関連は密接な ものがあ り、それらが他者 との関わ りの中

で生 きる人々の生 き方態度 にも関わって くるものであることを示唆するものと言えよう。更

に、これらの視点に加えて、女性 をフルタイムで仕事 を持つ有職女性群 と主婦群 とに分けて

の比較検討 をも含めることにする。

2.方 法

(1)調 査 対 象 者

大 学 生 お よび 成 人 男 女(会 社 員 、 公 務 員 、 主 婦 な ど)で あ り、有 効 回答 総計1695名 で あ る 。

内 訳 は 、 大 学 生285名(M118,FI67)平 均 年 齢20.9歳 、大 学 生 を除 く20代345名(M128,

F217)255歳 、30代271名(Ml30,F141)34.0歳 、40代318名(M112,F206)44.9歳 、50代

183名(M56,F127)53.9歳 、60代202名(M93,FlO9)64.3歳 、70代 以 上91名(M50,F41)

73.7歳 で あ る 。 上 記 の うち 有 職 女 性 と主婦 の 人 数 内 訳 をTable1に 示 した。

調 査 時 期:1996年10月 ～11月 。
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飴blel有 職女性 と主婦の人数(既 婚 ・未婚 ・子供の有無)内 訳

20代 30代 40代 50代 60代70代 以上

有 職 閥18986935380
既23未166既31未55既54未39既45未8既8未0

嘆雲畷 要ε11繍liliilil;ii:ii霧4ii;il馨

7(87.5瓢)

1{12.5鶉)

0

主 婦N 28 55 113 74 101 41

供 あ り9(32.1瓢)48{87.3瓢)ユ09{96.5藩)71〔95.9瓢)93192.1Z)37〔90.2瓢)

畷 なし19(、7.,、 〕,(12.7,)、(瑚 、(欄 、(醐 、〔。、,)

(2)調 査実施の手続 き

質問紙は学生、社会人、主婦の友人や知人に大学や各職場、近隣などにおける配布 ・回収

を依頼 した。また、本研究において重視する視点は、主 として人生 を前向 きに積極的に生 き

る人々の生 き方態度であるため、老年期に関しては老人大学 に質問紙の配布 ・回収を依頼 し、

協力を得た(老 人大学 にて有効回答176部)。

(3)調 査尺度

①実存的生き方態度インベン トリー(EAL:Existe面alAtUtudetow訂dLifeInventory):実

存的生活意識 インベ ントリー(高 井,1991,1994)の 改訂版で、35項 目よりなる5件法尺度。得

点 化 は 「全 く当て は ま らない(1点)」 か ら 「よ く当て は まる(5点)」 であ る。②

PIL(Crumbaugh&Maholick,1964)の 態度スケール:岡 堂(1993)に よる改訂版を用いた。20

項 目、7件 法尺度、得点化は1点 か ら7点 である。「人生 にはっきりとした使命 と目的 を見出

している。非常にはっ きりした目標や計画がある。ふだん元気一杯では りきっている。毎 日

の生活に大 きな喜びを見出し満足 している」の ように、主にどの程度人生に生きる意味や目

的を見出し、活気や充実感 に満ちて生活 しているかといったことを問うものである。③ 自己

受容尺度:宮 沢(1988)に よる4件 法尺度(1点 ～4点)で あり、本研究 においてはLス ケール

を除 く27項 目の合成得点 を用いた。「自分の性格 を知っている」 といった"自 己理解"、 「今

の 自分 を大切にしたい」 といった"自 己承認"、 「私 は価値の ない人間である(逆転)」といっ

た"自 己価値"、 「将来何が起ころうと自分なりにやっていける」 といった"自 己信頼"の4

側面を含 む尺度である。④ 自尊感情尺度(Rosenberg,1965):山 本 ・松井 ・山成(1982)が

邦訳 したものを5件法で用いた(得 点化は1点 ～5点)。 「だいたいにおいて自分に満足 してい

る。自分に対 して肯定的である。自分 に自信がある」 といった10項 目尺度である。

3.結 果

実 存 的 生 き方 態 度 イ ンベ ン トリー(EAL:ExistentlalA貿ltudetowardLifeInventory)

(1)因 子 分 析 の 結 果

「実 存 的 生 き方 意 識 イ ン ベ ン トリ ー(50項 目)」(高 井,1991,1994)か ら、 下 位 尺 度 の 項 目内

容 の 再 検 討 を行 い 、18項 目 を削 除 し、 新 た に3項 目 を追 加 した計35項 目 を 用 い 、 男 女 を合 わ



104 高 井 範 子

Table2実 存的生き方嬢度インベントリーの因子バターン行列(プ ロマックス回転後)

Ho 項 目 F F2
3F

F4

決
断
性

・
責
任
性

・
独
自
性

10.私 は直面する様々な問題に対して、どのように対処するかを 自分で

決めることができる。
20,私 は人からどう思われようと、自分の感じ方や考え方を大切にした

生き方を している。
2.私 はたとえ人から非難されても、自分が正しいと思うことは主張

する。
13.私 は自分なりの価値観や働 醸こ従って物事を考え、行動を決定して

いる。
1&私 は必要ならば、権威に対 してでも抵抗することができる。
5.私 は自分の生き方は自分で決めることができる。
35私 は自分の行為の結果がたとえ悪 くても、その貴任を自分でとる

ことができる。
飢 私は孤独を覚悟 してで も、自分の信念に従って生きたいと思う。
30.私 は人生を自分の意志 と決断によって生きていると感 じている。
7.私 はたとえつらくても、自分が直面すべき自分自身の問題から

逃げることはしたくない。

.126

.001

曾.129

.002一.174

.o〔叫

.Ol6

.018

.OlO

.569.121噌.066.013

.565一.138.104.050

.565.0259208一.226

,562.245吻.180.091

.547一.138一.044.241

.498り068.188一.106

,011一.025 .214

自
己
の
存
在
価
値

14.私 は周囲の人にとって何らかの役に立っていると感じている。
9.私 は周囲の人たちにとって必要な存在であると思う。
4.私 は毎 日の生活の中で、自分の役割を自分なりによく果たしている

と思 う。
19.私 は生 きている価値のある人闇であると思う。
23.私 には自分が大切に思 う人、または、自分を大切に思ってくれる人

がいる。
24.私 は自分のなすべき仕事や役割は責任をもってや りとげる。
32.私 は、あるもののために、 または、ある人のために生きていると

言える対象がある。

一.003
一.062

.120
一、071

噌.066

.300

一.021

0

1

0
」
8

7

7

5

1

0

院
り

00
に
ψ

0

0
0

覗

40

.354

一.058
一.049

匿
」

ワ
「

己
U

【
U

O

O

.017一.087

,071」02

一.005
一.148

.142

09

77

1

0

.105

自
己
課
題
性

8.私 はいつも、なにかの課題に取り組んでいる。
11.私 には目指す目檬がある。

15.私 はある目標を達成したなら、すぐ次の新たな目檬に向かっている。
22.私 は自分のなすべき課題や目標を、自分から進んで見つけようと

する。
5.私 は自分の能力や可能性を生かした生き方をしていると思 う。

31.私 は仕事や家庭や社会的活動や趣昧など、自分が打ち込んでいるも
のがある。

1.私 は自分の人生を充実 したものにする努力をしている.
鉱 私はいつも、ものごとに意欲的に取 り組んでいる。
18.私 は自分の仕事に対して、やりがいを感じている。
2E私 は自分の人生に対して、自分なりに慧味を見出している。

曽.013。.095
一.009一.137

,059。.Ol7

.055一.112

.048.264

.035
一
.011

.093
。.oo5

.029

.238

.068

.200

.342

.188

.760

.734

.691

0
り
慶
U
5

8

8

1

0

0

0

●651.200

.駆5一.164

.547一.170

.513.156

.394.149

。391嘲,024

.370.244

意
味
志
向
性

25私 は社会や他の人のために役立つことをすることに、喜びや生き

がいを感じる。
3.私 はなにか役立つことをしたいと思 う◎
21.私 は自分の苦しみや悩みの中にも、意味を見出そうとしている。
12.私 はいかなる運命や境遇におかれても、そこに生 きる慧味を見出

すことに努めたいと思 う。
17。私はたとえ苦しくても、自分にとって意味がある生き方をしたい。
33,私 は生 きていく上で味わ うつらい経験をも自分の成長の糧にして

いる。
28.私 は人 との関わ りによって、自分自身というものを深 く知ること

ができると思う。
29.私 は人生において、自分な りの使命感を感じている。

一.126,268一.071
. .106.099一.025

.057噸 。082.123

.163一.016

.351一.158

.119

一,057
一.025

.110

」
噛
2

【
0
」
噛

1

2

21

馳

1

0

.089

6

」
唖

0

0
0

0

2

.677

.652

.617

【
り

0
り

0
σ

2
U

慮
触

4
轍

.438

20

駆

」
噛
3

因子間椙関行列

2
3
4

F
F
F

F真

.515

.675

.612

F2

」
壕
0

0

5

藍
U
農
り

3F

.709

せた有効 回答全調査対象者1695名 について最尤法による因子分析(プ ロマ ックス回転)を 行

った。その結果、統一的解釈が可能な4因子解 を妥当とした(Table2)。4因 子 による累積寄与

率は43.77%で あった。得点化は因子負荷量の絶対値が.350以 上のものを採用することに し、

35項 目すべてを得点化の対象 とした。実存的生 き方意識インベン トリーの因子分析結果(得
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点化は46項 目)と 比較す ると、2項 目に因子間移動が見 られたことを除 き、各因子ごとのま

とまりに変化は見 られなかった。

第1因 子 は 「自律性 ・主体性 的側面:決 断性 ・責任性 ・独自性」、第2因 子は 「自己の存在

価値」、第3因 子は 「自己課題性」、第4因 子は 「意味志向性」 と命名 し、インベ ントリー名 を

「実存的生 き方態度インベン トリー(ExistentialAttitudetowardLifeInventory:略 記はEAL)」

と改めた。また、因子の命名 に関 しては、第2因 子を除いてFr副dの 実存分析理論に基づいて

いるが、旧尺度の因子名に若干の変更 を加 えた。また、PILと 同 じくFran】dの理論に基づいて

作 成 されたEALの 独 自性 は、両尺度 の項 目を合 わせ た ものに対 して行 った因子分析

(Varimax回 転)の 結果得 られた5因 子が、ほぼ一次元的尺度 と見 なしてよいであろうとされ

ているPIL(佐藤他,1990)1因 子 と、EALの4下 位尺度に相当する4因子にほぼ分かれていること

が確認 されている。

(2)EALの 信頼性

EALの 内的整合性信頼性を調べるために、4つ の下位尺度ごとの信頼性 をCronbachの α係

数 によって求めた ところ、第1下 位尺度.852、 第2下 位尺度.802、 第3下 位尺度.898、 第4下

位尺度.850で あった。いずれも高い数値が得 られてお り、各下位尺度の内的一貫性は十分に

保たれていると言えよう。

(3)実 存的生 き方態度の発達的変化

Table3年 齢段階別の実存的生き方態度インベントリー下位尺度得点の平均値(SD)

大学生 20代 30代 40代 50代 60代70代 以上

第1下 位尺度 男性

決断性 ・責任 女性
性 ・独自性 性差

38.57〔5.91)37.61(7.58)

35.68{6.04)34。66(6.16)

料*零 纏

36.70(5.58)38.19(6.91)39.48(6.11}40.73(5.96)42.20(6.63)

35.31〔6.18,<<37.66(5.93)く く40.00(6.62)<<42,37(5.65)43.15〔5.45)

第2下位尺度 男性

自己の 女性
存在価値 性差男女込

24.72〔5.10}25.39(5.57》<26。62(4.29)27.46(4.32}28.34(3.70)

25ny31{4.05)26.00(3.83)<<<27.59〔4.45)<<29.05{3.97)<<30.29{3.17)

きホ ぴぴ

25.06(4.52)く25.77(4.56)<<<27.12(4.39)<<<28.49{4.16}<<29.69(3.45)

28.81(3.80)

30.51〔3.84)

ホホ

29.72(3.90)

28.60(4.27}

31.20〔3.98)

ゆホ

29.77(4.32}

簗3下位尺度 男性

自己謀題性 女性
性差

36.09(7.49)>34.09(8.63}33.72(7.01)〈36.19〔8。16)37.84(7.87)40.24(6.44,

34.68(7.55〕>>32.19(7.17}く く34.41〔7.78)35.23(7.90)<<<39.44〔6.91)<<42.54{6.23)

‡ 零

40.76(6.75〕

42.22(5.95)

第4下位尺度 男性

意味志向性 女性
性差

男女込

30.62(4.87)>28,98(6.60}

30.51(4.71)>29.36(4.98}

30.61(4.77)>>29.22〔5齢63}

29.12{5.35)30.01(6.26》31。30(5.34}く33.36(4.96}

29.91(5.70)<31.06(5.53〕<<<33.35〔4.89}<<<36.13(3.62)

ホ ホネゆ

29.53(5.54}<<30.69(5.81〕<<<32.72(5.10}<<<34.85〔4.50}

33.54(5.10}

35.78(4.19,

ネ

34.55(4●82〕

零零孝 〔<<<)pく.0018零{く く)p〈.Ol專{く}pく.05

大 学 生 か ら70代 以 上 の 、 計7つ の年 齢 群 に よ る年 齢 段 階 別 の 差 、 お よ び性 差 の 検 討 を行 っ

た(Table3,Fig.1,1項 目当 た りの得 点 平 均 値 に換 算 した 値 を グ ラ フ化)。EALの 尺 度 得 点 につ

い て 、 年 齢 と性 を2要 因 とす る 分 散 分析 を行 っ た 結 果 、 第1下 位 尺 度 と第3下 位 尺 度 は 交 互

作 用 が 有 意 で あ っ た(第1下 位 尺 度:F(◎1681)=4.72,p<.001,第3下 位 尺 度:F(臥 、6,1)=2.81,p<.05)。

交 互 作 用 が 有 意 で なか っ た 第2下 位 尺 度 は 年 齢 に よ る主 効 果(R転 、側戸45,99)と 性 に よ る主 効

果(F(臥1681)=38.63)が そ れ ぞ れ0.1%水 準 で有 意 で あ っ た 。 ま た 、 第4下 位 尺 度 も年 齢 に よ る主

効 果(F(転1681F3655)と 性 に よ る主 効 果(F(臥1681F21.35)が そ れ ぞ れ0.1%水 準 で 有 意 で あ っ た 。
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次に、交互作用が有意であっ

た第1下 位 尺度(主 体性 的側

面:決 断性 ・責任性 ・独 自性)

と第3下 位尺度(自 己課題性)

について、各年齢段階別の平均

値について多重比較(LSD法)

を行 った結果、男女はほぼ同じ

様 な傾向を示 していた。つまり、

どちらも男性は30代 まで得点が

減少 し、40代 以降すべての年齢

群において上昇する傾向にある。

一方、女性は大学生か ら20代 に

かけて得点が減少するが、30代

以降すべ ての年齢群(自 己課題

性の70代 以上を除 く)に おいて

上昇する傾向が見られる。また、

両下位尺度 とも50代 で男女の得

点が逆転 し、50代 以降のすべて

の年齢群において(自 己課題性

の60代 を除いて)性 差はないも

のの、女性の得点が男性の得点

を上 回るこ とが示 されてい る。
"主体性的側面"は 女性の30代

から60代 にかけて各年齢群問に

1%水 準での有意差が見 られた。
"自己課題性"は 男性において

、大学生から20代 、30代 か ら40代 にかけてそれぞれ5%水 準で

の有意差が見 られた。また女性では、大学生か ら30代 にかけてそれぞれ1%水 準での有意差

が見 られ、40代 か ら50代 にかけては0,1%水 準 で、50代 か ら60代 にかけては1%水 準での有

意差が見 られた。

また、性差に関 しては、主体性的側面の大学生 と20代 において、それぞれ男性の方が女性

よりも0.1%水 準で有意 に得点が高い。 自己課題性では20代 において男性の方が女性 よりも

5%水 準で、60代 においては逆 に女性の方が男性 よりも5%水 準で有意 に得点が高 くなってい

る。

次に、交互作用が見られなかった第2下 位尺度(自 己の存在価値)と 第4下 位尺度(意 味

志向性)の 年齢の主効果について多重比較(LSD法)を 行 った。その結果、 自己の存在価値

の大学生か ら20代 にかけては5%水 準で、20代 から40代 にかけてはそれぞれ0.1%水 準で、40

代か ら50代 にかけては1%水 準での有意差が見 られた。意味志向性については、大学生か ら

20代 にかけて、また30代 か ら40代 にかけてそれぞれ1%水 準で、40代 か ら60代 にかけてそれ
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それ0.1%水 準 での有意差が見 られた。また、性の主効果については両下位尺度ごとに平均

を求めると、 自己の存在価値の女性の平均(28.56)が 男性の平均(27.13)よ りも有意に大 きく、

また、意味志向性の女性の平均(32.31)が男性の平均(30.99)よ りも有意 に大 きいことが見出さ

れた。

(4)EALと 他の尺度 との相関

EALと 他の尺度との関連を検討するに当た り、全年齢群を込みにした尺度間相関(Pearson

の相関係数)の 結果 をTable4に 示 した。PILはEALの 「自己課題性」 との間に強い正の相蘭

があ り、「自己の存在価値」 を初め として、「意味志向性」や 「決断性 ・責任性 ・独 自性」 と

の間にも中程度の正の相関が見 られた。また、EALの4下 位領域は自己受容や 自尊感情 とも

正の関連が見出されているが、自己受容や自尊感情 との閲に一番高い相関を示 しているのは

「自己の存在価値」であった。

Table4実 存的生 き方態度イ ンベン トリーと3尺 度との相関

決断性 自己の

責任性 ・独自性 存在価値 自己課題性 意味志向性

PIL.5283.

自1躍感 陶畦 。4288"

自 己受 容.535鱒

.640・ ・.709喀 β.57988

.585亀 躍.467・3.35788

.602◎ 嘩.571.ゆ.466申 ゆ

榊P<.01

(5)有 職女性群 と主婦群の比較

女性をフルタイムで仕事 を持つ有職女性群 と主婦群(パ ー トを含む)と に分けて検討を行

った(但 し、人数が少数およびゼロである60代 と70代以上の有職女性 を比較の対象か ら省 く

ことにする)。 年齢段階別の発達的変化、および2群差について検討 した結果がTable5,Fig.2

であるが、有職女性 と主婦 との得点推移 と、男性 と女性を比較 した場合の得点推移の傾向に

い くつかの特徴が見 られる。

Table5実 存的生 き方態度イ ンベ ントリーの有職女性 と主婦の2群 比較

20代 30代 40代 50代 60代 70代 以上

第1下 位 尺 度 有職 凹〔SD)34.44(6.10}35.74(5.891<<38.16(6.04)39.36{6.81}く く43.53〔6.98142
.27(5.56)43.15{5,45)<<37.25(5,82}<<<40.46{6.48)決 断性 ・貴 任 主婦 願SD}36.14(6.45)34.64(6。60}

性 ・独 自性2群 差

第2下 位 尺 度 有 職M(SD〕25.79(3.77)〈27.07(4.00)〈28.40(4.25)29.58(3.24〕 ぎ1.00〔3.7?}

自 己の 主 娚 酬(SDI27.39(4.σ212&40(5.011

存在 価 値2群 差 ホ*

29.58(3.65)〈30.80(3.03}30.47(3.86}3i.20(3.98}

*

第3下 位尺 度 有 職 蝋SD)31.96〔7.161<34.26(7.51}

主 婦M(SD)33.79〔7.13}34.65(8.25)

自己課 題 性2群 差

35,12(7。48》<<39.47{6.67)44,75(4,20)

35.33〔8.25)く くく39.42〔7.1D<<42.37(6.34}42.22(5.95)

第4下 位尺 度 有 職 酬{SD)29.24(5.05129,47(5.56)30.5215。73)<<32。98{4.78)〈37.00{3.89)

主 婦M(SD)30.21〔4.45}30.60(5.89)

意 味志 向 性2群 差

31.51{5.33}<<33.61(4.97,く く36.06(3.61)35,78(4.19)

(<<<)・p〈.001g〔<<)pく.Ol,專 《く)pく.05
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(有職女性と主娼との比敦)

2群 差が見 られたのは"自 己

の存在価値"の みであ り、20代 、

30代 、40代 において主婦群の方

が有職女性群よりも有意に得点

が高いことが示されている(こ

の結果は前回調査[高井,1991]で

も40代 を除いて同じ結果が得 ら

れていた)。 男女比較 において

は、女性の方が男性 よりも自己

の存在価値意識が強いことが示

されていたが、その女性の中で

は主婦の方が、男性同様 フルタ

イムで仕事 を持つ有職女性 より

もその意識を強 く自覚 している

ことが分かる。

また、2群 比較における有意

差は見 られなかったので言及す

る には及ばないので はあ るが、

4下 位尺度 における男女及び女

性2群 の得点推移を比較 した場

合、その傾向を大 きく捉 えると、

決断性 ・責任性 ・独 自性の30代

から50代 、自己の存在価値およ

び意味志向性の20代 から50代 の

得点推移の傾向に、フルタイムで働 く有職女性 と男性の共通点が見られる。つま り、主婦 と

比較 した場合の有職女性の得点傾向(第1下 位尺度の場合 は、30代 、40代 においては主婦 よ

りも高 く、50代 で逆転。第2、 第4下 位尺度の場合、20代 か ら50代 において主婦 よりも低い

といった得点傾向)が 、男女を比較 した場合の男性の得点と類似 した傾向を示 している。有

意差はない ものの主体性的側面の生 き方態度においては、男性同様、有職女性の方が主婦 よ

りも得点が高い傾向にあったことも前回調査 と同様の結果であった。

4.考 察

「いつ も何かの課題 に取 り組んでお り、また自分のなすべ き課題や目標を自分か ら進んで

見つけようとし、自分の能力や可能性 を生か した生 き方 をし、人生を充実させる努力 をして

いる」 といった"自 己課題性"を 持 っていることや、「自分が周囲の人にとって必要な存在

であることや、日常生活において自分の役割を自分なりに果たせているとい う自覚、或いは、

あるもののために、 またはある人のために生 きていると言える対象がある」 といった"自 己
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の存在価値"意 識を強 く自覚で きていることは、人生に意味や目的を見出し、活気や充実感

に満 ちて生活で きていること(PILが 測定する もの)と 、強い関連があることが示 された。

Frankl(1947)は アウシュビッツの極 限状況において、人に生 きる気力 を奮い立たせ るもの と

して未来への希望を失 なわないことを述べているが、その希望を持つことを可能にする要因

の一つ として、愛する者の存在、或いはなすべ き課題の存在 を挙げている。他者との関わ り

の中で生 きる人間存在 にとって、 自分 にとって重要な他者の存在や他者との関係のあ り方が、

自己課題性 と共に、日常生活 における喜びや充実感 に通 じる重要な要因 となることを示唆す

る結果 と言えよう。

さらに、「自分が何か役に立つことをしたいと願い、社会や他者のために役立つことに喜

びや生 きがいを感 じた り、 自分の苦 しみや悩みの中に、また、どんな運命や境遇の中にも意

味を見出そうとした り、自分 にとって意味ある生 き方 をしたい」 といった"意 味志向的"な

生き方態度や、「自分が直面する問題に対する対処、或いは自分の生 き方 を自分で決定でき

た り、自分の信念や自分な りの価値観や良心に従って物事 を考え、自分の行為の結果 に対す

る責任 も取 ることができる」 といった"自 律的 ・主体的:決 断性 ・責任性 ・独 自性"な 生 き

方態度 もまた、人生に意味や 目標を持てることに通 じるものであることが窺 える。

また、EALが 測定する生 き方態度領域と自尊感情や自己受容との関連か らは、決断性 ・責

任性 ・独 自性、自己の存在価値、 自己課題性、意味志向性 を強 く持っている人は、 自分に対

してほぼ満足で きてお り、 自分に対 して肯定的であ り、自信 を持って生 きることができると

いった 「自尊感情」 を強 く持 つことがで きてお り、「自己を受容で きる」傾向にあることも

示 されている。EALの4下 位尺度の中で自尊感情 と自己受容 との問に特 に関連が見 られたの

は"自 己の存在価値"意 識であったが、自己の存在価値を自覚で きていることは、 自尊感情

や自己受容の度合いを高める重:要な要因になっていると言えよう。板津(1992)は 自己受容 と

生 き方との関連か ら、自分自身を否定的に捉えることで自分 自身を縛 り、本来的な自然 さや

自己の可能性 まで も自ら抑制 して しまい、このことが生きる姿勢や意欲の欠如 となってあら

われるのではないかとしている。本研究結果か らも、EALが 測定する自律性 ・主体性領域、

自己課題性、意味志向的生 き方態度の強さと自己受容 との関連が示 されたわけであるが、同

時に自己の存在価値意識を自覚で きていることもまた自己受容に大 きな関連 を持つ ものであ

ることが明 らかにされた。

EALの 生 き方態度領域の発達的変化を検討することにする。"自 律性 ・主体性的側面:決

断性 ・責任性 ・独自性"領 域、お よび"自 己課題性"領 域では、大学生、20代 においては

男性の方が女性 よりもこれ ら2領 域の生 き方態度を有意に強 く持 っていた。しか しその後、

30代 、40代 になるにつれ男女の得点差 は縮 まり、50代 以降男女が逆転 し、 自己課題性の60代

を除いて性差 はないものの女性の得点が男性 を上回るようになり、女性はこれ らの生き方態

度 を加齢に伴 って強めてい く様子が窺えた。

ここでEALと 旧尺度を用いて調査 した結果の比較を含めて検討 してい くことにす る。両尺

度は得点化の項目数が異なるので厳密には比較することは出来ないのであるが、測定内容は

ほぼ同じであるので、特徴を大 きく捉える上での比較は可能であると思われる。自律性 ・主

体性領域において、40代 辺 りまでは(性 差のない年齢群 もあるのだが)男 性の方が女性 より
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もこれらの生き方態度 を強 く持 っている傾向が見られたとい う結果は1990年 度に行 った前回

調査(高 井,1991,1994)と 同様の結果である。異 なる点 としては、1990年 度調査 では、60代

以上の男性を除いて20代 以降の男女共に加齢に伴 って得点が上昇 していたが、本研究におい

ては大学生から20代、30代 にかけての男性の得点が減少してお り、同じく女性の得点には伸

びの縮小が見 られ、60代 以降の男性の得点は逆に上昇 しているといった点が挙げられる。 自

己課題性領域では、50代 以降の男女の傾向はほぼ同 じであるが、前回調査では40代 までは男

女がほぼ同 じ得点を示 していたが、今回調査 においては40代 までの男女の得点に開きが見 ら

れ、20代 では性差が見 られた。男性 においては主体性的側面と同様、大学生か ら20代、30代

にかけて得点が減少 している。女性は20代 以降、有意な得点上昇 を示す年齢群問も前 回より

も多 く、60代 においては性差が見 られるほどに課題性 を強めていた。

また、"自 己の存在価値"意 識は1990年 度調査 と同様、全年齢群 を通 じて女性の方が男性

よりも得点が高 く、また男女共に20代 か ら30代 にかけて有意 な得点の上昇を見せている。こ

の30代 の男女の得点の有意な上昇 という結果 も前回調査 と同様であ り、人々が生 きるそれぞ

れの生活世界において"自 己の存在価値"下 位尺度が測定する意識領域を自覚 し始めるのは、

男女共に30代 頃からという様子が窺える。女性はその後 も50代 まで有意な意識の高 まりを見

せ、全年齢群を通 じて得点は上昇 し続 けている。前回調査では男女共に60代 以上において得

点が減少 していたのだが、本研究においては70代 以上の男性 を除いて得点が上昇 しているこ

と、及び性差 も30代のみに見 られた前回に比 して、今 回は40代 以降すべての年齢群において

見 られたことも特徴的であった。

さらに、"意 味志向性"領 域で も前回調査 と同様、女性の方が男性 よりもこれ らの生き方

態度が強 く、今回調査では50代 以降の中年期後半、老年期において性差が見 られたことが特

徴的であった。性差以外で前回 と異なる点は、女性の40代 から50代 にかけてのみ見 られた有

意差が、本研究においては30代 か ら60代 にかけての広範囲の年齢群において も年齢群間の有

意差が見 られ、 しかも男性の50代 か ら60代 にかけて も有意な得点上昇が見 られたことは今回

調査の特徴 と言えよう。

以上をまとめるならば、EALが 測定する実存的生 き方態度領域も1990年 度調査 と同様、加

齢 に伴って強まってい くことが示された。本研究結果において特徴的であったことは、1990

年度調査に比 して有意差のある ものが多 く見 られ、各年齢群問の発達的変化の度合いや性差

がより顕著に表れていたことである。女性 においては、EALの4下 位尺度すべての領域にお

ける40代 から50代 にかけての有意な得点上昇は前回 と同様であったが、下位尺度 によっては

前回見 られなかった30代 か ら40代、50代 から60代 にかけて有意差が示されていた。特 に、50

代か ら60代 にかけて有意差が見 られた ものが3下 位尺度あったことが印象的であった。また、

性差が見 られた年齢群も前回よりも多 く、前回調査では青年期 ・成人前期において性差が見

られる傾向にあったが、本研究においては、中年期以降、特 に60代 以降の老年期 における女

性が男性 よりも有意に得点が高い ものが見 られ、老年期 を積極的に前向 きに生 きている女性

の姿が窺えたことが特徴的であった。また、自己の存在価値意識や、他者に役立つ喜び意識

も含まれる意味志向性領域では、女性の方が男性 よりもこれらの生 き方態度 を強 く持ってい

ることが示 されていたが、これ らの結果は、従来の研究にもあるように、女性にとっての
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"他者との関わり領域"の 重要性を改めて示唆する結果 と言 えよう
。

しか し、有職女性群 と主婦群比較 においては、EALの3領 域 において有職女性は男性 と類

似 した傾向を示 し、他者 との関わ りの中で強 く意識される自己の存在価値領域においては主

婦群の方が有職女性群 よりもこれ らの意識を強 く持っていることが示 された。仕事 を持ち子

供 を保育園に預けている母親 と、家庭児の母親 との比較 において、家庭児の母親の方が、家

事 に対する充足感 と共 に、夫婦間や家族、友人 を含む人間関係 に婦する充足感 を強 く持 って

いることが示 されている(樋口他,1984)。 また、 フルタイムで仕事 を持ちなが ら子育てもして

いるといった複数役割 を持つ成人期女性が、キャリアに自信があ り能力 もあ る女性ではあっ

ても、社会や 自らの母親の生 き方の中に顕在す る伝統的価値観や、女性の発達過程に特有の

他者 との関係性 を重視する自己観(ex.connectedself)な どによって内的摩擦 を起こしてお り、

罪悪感 を生 じているとも言われている(前川他,1996)。 本研究における有職女性 には未婚者 も

含 まれるため、これらの見解が即当てはまるわけではないが、関連は大いにあると言えよう。

以上に概観 してきたように、再検討 を行 ったEALを 用いた本研究において、調査対象や調

査年度が異なっていても同様の傾向が見 られた点が多 く、さらにそれに付随 して新たな特徴

をも捉えることができた。敢 えて言 うならば、前回調査 の特徴が50代 の中年期女性の人生を

前向 きに生 きる積極 的な生 き方態度であるとすれば、今 回調査の特徴 は40代 以降の中年期、

老年期 を生 きる女性のそれであると言えよう。

40代 、50代 の中年期女性が自律性 ・主体性領域 を有意に強めてい く背景 には、生活者 とし

て生 きる自己に対する自信 とい うものが次第に深 まってくることによるのではないか とも考

えられる。中年期 を対象 にした 「自分に対する自信」に関する自由記述分析から、自信の大

きな要因 として男女共 に「自己の有能感」や、「自己の能力が他者から評価されること」等が

挙 げられている(高井,1998a)。 男性の場合、女性同様 自己の有能感 に根差すのではあるが、

結婚を契機に家族 に対する責任や仕事 に対する責任など、生 きる上での様々な「責任 を負 う

自己」を自覚するどころからも自信が生 まれる様子が窺える。女性の場合は「主体性や自立

性」領域を初め として 「結婚生活」 「子育て」「母や妻、主婦 としての役割」 も主たる要因と

なっている。更に 「困難を乗 り越えてきた経験」や、長年の人生経験を経た結果 「人生や自

己に対 して達観 し、自分な りの信念や見解が持て、無駄な力 を抜いて、あ りのままの自己で

生 きることがで きるようになったこと」等 も自信 につながっている様子が窺える。文章完成

法お よび半構成的面接による中年期男女の心理的変化 を分析 した研究(岡本,1985)に よると、

否定的変化 もあるものの、40代 の意識変化として自己確信や有能感の高 まりが見られ、地域

社会の中で認め られ根づいてきたという意識や定住 による安定感などは、40代 になって自我

同一性の確立感や安定感が増 してきたことを示すものであるとしている。自我同一性の視点

から捉えたこれら40代 の特徴は、「自信」や本稿 における視点か ら探 った結果にも通 じる も

のであると言 えよう。

また、生 き方のスタイルに関する研究(落合,1979)に おいて、克服型(困難 な道 を選ぶ者)は

生 きがいを強 く感 じており、失敗 を恐れず人生にやる気 に満ちて立ち向かい、自分 自身に正

直 に忠実 に生 きているという実感 をもっているが、安全:型(容易 な道 を選ぶ者)は過去の自分

の生 き方に納得 していない者が多 く、外見を気にする者が多いことが示 されている。克服型
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は自分自身に価値基準を置 き、安全型 は世間に価値基準 を置いているとしている。これは大

学生 を対象 にした研究であるが、本研究結果や中年期の自信の自由記述か ら得 られた結果に

も関連す るものである。 自己の有能感のみならず、努力経験や人生の困難を克服 した経験等

が 自信につなが り、EALが 測定する自律性 ・主体性的側面の生 き方態度 を強めてい くことが

できるのであろう。悩みや苦 しみの中にも意味 を見出していこうとする"意 味志向的"な 生

き方や、常 に課題に取 り組み、目標に向かい、人生を充実させ る努力をしようとする"自 己

課題的"な 生 き方、自分の感 じ方や考 え方を大切にし、孤独 を覚悟 してで も自分の信念や価

値観 に従 って生 きようとする"決 断性 ・責任性 ・独自性"を 持 った生 き方をしようとする人、

また"自 己の存在価値"を 自覚で きている人は、充実感 に満ちて生活できてお り、 自己を受

容でき、 自尊感情 も持つ ことがで きていた。男性は仕事や家族 との関わ りの中で「責任」とい

うものをより強 く感 じながら生 きてお り、女性 は男性 よりもより強 く「他者 との関わ り」領域

の中か ら生きる上での自己に対する自信 を次第に身につけてい くものであると思われる。

山本(1987)は 「男性性に主体的な個 としての存在様式が、女性性に他者 との自他融合的結

びつ きを通 じた存在の在 り方が強調 されているが、それらは一人の人間の中に在 る二つの存

在原理であ り、その統合が目指 されるべ きものであると見なされている」と述べてい る。精

神的健康の視点から行なった本研究において、人生 を積極的に前向きに生 きる中年期、老年

期の女性の姿が特徴的であったという結果が得 られた。本研究の調査対象者は精神的健康度

の比較的高い人であろうと推察されるが、本研究結果 において、現代 を生 きる女性が、中年

期辺 りから、男性性に強調される主体性的側面 と、女性性に強調されている他者 との親和性

的側面 との存在原理をうま く統合 してい く様子が示 されているように思われる。そこには、

老年期においてもますます強め られていた、役割意識 にも関連する"自 己の存在価値"意 識

(高井,1998b)と いうものが大 きく影響を及ぼ しているのではないか と思われる。同時に、生

きていく上において直面せ ざるを得ない悩みや苦 しみをも自分を成長させ る機会 として前向

きに受け取る"意 味志向的"な 姿勢の中からも自信の一端が生 じ、そのことが更に人生を前

向きに積極的に生 きてい くことにつながるのではないだろうか。

本研究 において60代 以上を老年期 として扱 ったが、女性のみならず老年期 を生 きる男性の

得点にも上昇が見られた。老年期 というstageは、そこに至 るまでの生 き方態度の個人差が大

きく現れてくるstageと言えるだろう。比較的健康度の高い人の場合、老年期と言えどもまだ

まだ現役 といった感がある。人生を前向 きに生 きる姿勢や意欲が十分にある様子が窺 えた。

老年期にあって人生を前向きに積極的に生 きようとする人々に、その叡智 を次世代のために

大いに活か して頂 く重要な役 目もあろう。高齢化社会を迎 えている日本にとって、従来の老

年期観ではな く、時代の流れ と共に変化 している老年期について、新たに様 々な側面におけ

る再考が迫 られている時期であろう。
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AStudyontheDevelopmentalProcessoftheAttitudetowardL,ife

fromtheViewpointofanExistentialAna豆ysis

AnInvestigationbyusingtheExistentialAttitudetowardLifeInventory

Nd曲oTAKAI

Thepurposeofthisstudyistoexamine,withthe"Existential.AttitudetowardLifbInventoly(EAL)"

basedonF㎞d'sexistentialanalysis,howone'sattitudetowardlifbdevelopswithage.The1℃spon-

dentswerel695malesandfbmales(f士om18to88yearsold).TherelationshipsofEALtoPIL,self-

acceptanceandsel仁esteem,werealsoexamined.Theresultswereasfbllows:(1)Fourfactorswere

isolated("dec孟sion,responsibility,uniqueness""self-worth""self-imposedtask""intentionalityto

meaning").Inallfactors,themeanscoresfbrboIhmalesandfbmalestendedtoincreasewithage.

Especially,themeanscoresoff¢ma蓋esweresignificantlyhigherfbrthe40-49,50-59,60-69age

groupsIhaneachimmed孟atelyprecedinggroup.In"selfLworth"and``intent童onalitytomeaning",

thescoresweresignificantlyhigherfbrf6male$thanfbrmales。(2)"Se亘 群imposedtask"showeda

signif童cant,st】K)ng,positivecorrelationwithPIL.Peoplewho～verefUllofvigorandsuccessfUlin

findingamean㎞ginlifbstrovetofindself-tasksandgoalsinlifb,madeeffbnstolivemeaningfnlhf6.

Especially,``self』worth"㎞EALshowedasignificant,strong,positivecol了e豆ationwithPIL,sel群

acceptanceandsel卜esteem.Theresultindicatedthatfinding"se藍 匹worth"inlifbhadstrongpositive

relationshipswith血edegreesofsel仁acceptanceandsel卜esteem,andhrthe㎜ore,ledt面ndinga

meaninghllifbandthustoanactivelif6.


